






研究目的 

皮膚ビリルビンの臨床的意義に関しては,これまで種々と議論されている。中でも核黄疸の

発症との関係については興味深い。即ち核黄疸の発症に際して,皮膚ビリルビンは防禦的役

割の一端を担っているのではないかと推察されている。しかしこの点について臨床的立場

からの研究は少ない。今回はこの点を解明するために核黄疸危険増悪因子を有する成熟児

例を集積し,経皮的ビリルビン濃度測定値(以下 TcBと略す)と血清総ビリルビン濃度(以下

TB と略す)との平衡関係に核黄疸危険増悪因子がいかなる影響をしているか研究する。こ

れにより核黄疸発症での皮膚ビリルビンの臨床的意義の一端を解明出来ると考えた。 


